
スマートコミュニティWG
（都市scaleの建築設備の活用に係る調査研究WG）

主査 水澗 亨 清水建設

幹事 堀添 智彦 東京ガスエンジニアリングソリューションズ

小林 主英 日本設計

小林 正和 新菱冷熱工業

森田 英樹 清水建設
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2023年度活動報告
2024年度活動計画
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１．社会背景、活動目的／目標
地球温暖化防止に向けた低炭素社会の実現を目指し、次世代のエネルギー・社会
システム構築に向けたスマートコミュニティの取組みが各地で行なわれている。これら
はICT技術の活用により、従来の集中型電源に加え、太陽光発電やコージェネレー
ションなど分散型電源を導入し、需要家の情報を統合・活用して、高効率、高品質、
高信頼度の電力供給システムの実現を目指す送配電網（スマートグリッド）と、熱
供給、未利用エネルギー、再生可能エネルギーも含めたエネルギーの「面的利用」な
どと複合的に組み合わせ、地域単位で供給側と需要側の双方向の視点に立った総
合的な都市インフラ整備といえる。

本WGではスマートコミュニティの先端事例について見学会などを通じて情報を収集
し、各種技術の分類・分析を行い、発信を行うことを目的とする。

２．2023年度活動方針
1. 事例見学会を通じた都市scaleの建築設備の役割と技術に

関する調査・検討

2. 報告レポートの作成及び協会誌への掲載
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３．具体的な活動
① 六本木エネルギープラント見学会の実施

2023年2月27日に開催
見学のレポート作成、
協会誌（23年８月号）へ掲載
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② 新さっぽろエネルギープラント見学会の実施
2023年8月31日に開催
見学のレポート作成、
協会誌（24年１月号）へ掲載

３．具体的な活動
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③ 豊洲スマートエネルギーセンター・ミチノテラス豊洲見学会の実施
2024年3月19日に開催
現在見学レポート作成中
協会誌（24年度内）へ掲載予定

３．具体的な活動
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４．2024年度活動計画
1. 事例見学会を通じた都市scaleの建築設備の役割と技術に

関する調査・検討

2. 報告レポートの作成及び情報発信

3. その他

分析、報告レポート作成、協会誌への掲載

役割 : 都市scaleだからこそ出来ること、すべきことの整理

技術 : これから求められる技術、期待される技術の調査・分類

調査・検討方法 : WG内議論、メンバー間の知見の共有など 実例見学会

他WGとの情報交換・意見交換（今後検討）
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５．2024年度 年間予定（案）

① スマートコミュニティ事例見学会の実施
年間開催予定調整中
見学のレポート作成、協会誌へ掲載予定
（24年度内開催、順次協会誌掲載）

② WGメンバーによる意見交換会の実施
見学した事例における採用技術の分類・分析など

③ 他WGとの情報・意見交換会の実施
最新脱炭素技術
最新取り組み事例 など

④ WGメンバーの追加募集
現状５名体制、更に広い意見を求めるために
幅広い業界から更なる増員を計画


